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  ―

丸
山
町
方
言
の
自
然
談
話
②―

　今
回
も
前
回
に
続
い
て
市
内
南
東
部
の
山
間
の
集
落
、

丸
山
町
の
方
言
談
話
を
紹
介
し
ま
す
。
３
名
の
話
者
の
う

ち
Ａ
・
Ｂ
が
丸
山
町
生
え
抜
き（
Ａ 

大
正
８
年
生
ま
れ
・
男
、

Ｂ 

明
治
43
年
生
ま
れ
・
女
）、Ｃ
が
小
松
市
東
町
生
ま
れ
の

同
席
者（
大
正
12
年
生
ま
れ
・
男
）で
す
。
方
言
談
話
の
文

字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
無
意
味
な
挿
入

句
な
ど
は
省
略
し
つ
つ
、
表
音
的
片
仮
名
表
記（
文
節
分
か

ち
書
き
）で
示
し
、
適
宜（

　
　）内
に
共
通
語
訳
を
付
し
ま

し
た
。

Ａ

　イ
ゼ
ン
ワ

　コ
ノ

　マ
ル
ヤ
マ
ガ
ネ

　メ
ー
ジ
イ
シ

ン

　ナ
ッ
テ

　ワ
シ
ラ
ノ

　オ
ヤ
ノ
オ
ヤ
ラ
ワ（
親
の
親

た
ち
は
）
　ワ
ル
ド
シ
ン
ト
シ

　フ
ク
イ
ケ
ン
ヤ

　エ
ッ

ジ
ェ
ン
ノ
ホ
ー
ガ（
越
前
の
方
が
）
　チ
カ
イ
ン
。
ホ
ラ

ー

　コ
ッ
カ
ラ

　ア
ル
イ
テ
ー

　コ
マ
ツ
ニ

　ハ
ハ
オ

ヤ
ラ

　ン
ナ

　ホ
ー
コ
ー
ニ

　イ
ッ
タ
ン
ヤ
ケ
ド
ノ
ー

ハ
チ
リ
モ（
８
里
も
）
　ア
ル
デ
シ
ョ
ー
。
ム
コ
ワ

　ロ

ク
リ
ヤ
。
シ
ン
ボ
ヤ
ッ
タ
ラ

　イ
チ
ジ
カ
ン
ホ
ド
デ

　

イ
ケ
ル
。
ホ
ン
デ
ー

　カ
ッ
チ
ャ
マ
エ（
勝
山
へ
）
　シ

ナ
モ
ン

　カ
イ
ニ

　イ
ッ
タ
ン
ヤ

　マ
ル
ヤ
マ
デ
モ
。

Ｃ

　ア
ノ

　タ
ケ
ダ
ゴ
エ（
竹
田
越
え
）
　シ
ン
ヤ
ロ（
す
る

ん
だ
ろ
う
）。

Ａ

　ウ
ン

　ソ
ー

　ソ
ー
。

Ｃ

　ソ
レ

　イ
マ

　タ
ケ
ダ
ゴ
エ
ァ

　ミ
チ
ァ

　ナ
イ
チ

ュ
ー
。
イ
マ

　ソ
コ
ニ

　オ
ッ
テ
ン

　ヒ
ト
ァ
ー

　マ

ル
ヤ
マ
カ
ラ

　ゴ
ザ
ッ
タ
ン
ヤ
ッ
テ
。

（
中
略
）

Ａ

　イ
マ
ー

　コ
ク
ド
ー

　ハ
シ
ッ
ト
ル
ト
コ
ワ

　チ
ョ

ッ
ト

　ミ
チ
ガ

　イ
ゼ
ン
ワ

　コ
ッ
チ
ノ
ホ
ー
ノ
ー

　

ジ
ゾ
ー
サ
ン

　ア
ル
ケ
ド

　ソ
コ
オ

　カ
ヨ
テ

　ワ
シ

ワ

　シ
ュ
ー
セ
ン
ゴ

　ナ
ン
ベ
ン
モ

　カ
ッ
チ
ャ
マ
ニ

ー

　オ
ジ
サ
ン
ガ

　オ
ル
モ
ン
デ
ー

　チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

イ
マ
ユ
ー

　キ
ジ
ゴ
ヤ
ワ

　コ
ッ
チ
ノ

　ワ
ル
ド
シ
ン

ト
キ

　ヨ
ー

　コ
イ
ヤ

　ユ
ー
テ

　ウ
ラ
ン
ト
コ
ノ

　

ジ
ー
ジ
ー
ノ

　ア
ニ
キ
ガ

　キ
ッ
ツ
ァ
ン
ノ

　イ
エ
ヤ
。

Ｂ

　ア
ー

　ソ
ー
カ
。

【
解
説
】

•
ワ
ル
ド
シ…

「
悪
年
」で「
凶
作
の
年
」の
意
味
で
す
。

•
エ
ッ
ジ
ェ
ン…

福
井
県
敦
賀
市
以
北
の
旧
国
名「
越
前
」

　の
方
言
的
発
音
で
す
。

•
カ
ッ
チ
ャ
マ…

福
井
県
勝
山
市
の「
勝
山
」の
方
言
的
発

音
で
す
。

•
ウ
ラ…

石
川
県
加
賀
地
方
か
ら
福
井
県
嶺
北
地
方
に
か

け
て
使
わ
れ
る
方
言
の
自
称
代
名
詞
で
、
オ
ラ
が
変
化

し
た
形
で
す
。

方
言
談
話
資
料
に
見
る

　小松
方
言
の
特
徴

　その
９

この道は近い将来、丸山町と福井県の勝山を
結ぶ国道416号線です。
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載

－◥◤
補
陀
落
山
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
◢◣－

　
先
月
の
天
満
宮
に
続
き
、
今
月
は
来
年
開
創
一
三
〇
〇

年
を
迎
え
る
那
谷
寺
に
つ
い
て「
奇
石
を
読
み
解
く
」と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
興
味
あ
る
話
題
を
一
つ
。

　
そ
も
そ
も
那
谷
寺
は
ど
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
創
ら
れ

た
の
か
。
京
都
国
立
博
物
館
の
久
保
智
康
名
誉
館
員
は
地

形
・
景
観
か
ら
以
下
の
よ
う
に
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
那
谷
寺
が
立
地
す
る
地
形
は
、
谷
が
北
に
開
き
南
に
入

り
込
ん
で
い
ま
す
。
奈
良
・
平
安
時
代
の
寺
院
の
大
方
は

中
国
の
風
水
の
影
響
を
受
け
、
北
に
山
を
背
負
い
、
南
に

谷
を
開
く
の
が
原
則
で
す
が
、
那
谷
寺
は
全
く
逆
の
方
角

に
位
置
し
ま
す
。
し
か
も
、
南
に
展
開
し
た
先
に
巌
窟
が

存
在
し
、
そ
の
岩
の
中
に
窟
を
掘
っ
て
千
手
観
音
を
祀
り

ま
す
。
さ
ら
に
手
前
に
は
池
水
を
湛
え
、
こ
の
景
観
は
正

に
観
音
浄
土
、
補
陀
落
山
を
表
現
し
て
い
ま
す
。『
華
厳
経
』

の
経
典
で
は
、
補
陀
落
山
の
周
り
に
は
海（
＝
池
）が
あ
り
、

山
の
上
に
は
岩（
＝
奇
岩
遊
仙
境
）が
あ
り
、
こ
れ
は
那
谷

寺
の
景
観
そ
の
も
の
で
す
。
但
し
、
考
古
学
的
調
査
が
ま

だ
で
あ
り
、
発
掘
で
の
確
認
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
白
山
信
仰
と
結
び
付
き
、
戦
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
、

利
常
の
再
建
に
よ
っ
て
風
景
地

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
芭
蕉
も
訪

れ
る
ほ
ど
の
風
光
明
媚
な
地
に
。

お
参
り
良
し
、
観
賞
良
し
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
５
３
１
５

が
ん
く
つ

い
わ
や

た
た

た
だ

け
ご
ん
き
ょ
う

ま
つ

▲奇岩遊仙境

「1カ月で50万円稼ぐ方法」と
いう副業をインターネットで

見つけた。簡単な作業をするだけで
稼げたという体験談がサイトに書か
れていたので、5万円のテキスト（情
報商材）を購入した。しかし、テキス
トどおりに作業しても収入は得られ
なかった。

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
90

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

簡単に儲かる？副業サイトにご注意！

トラブル回避のポイント
◆「確実に収入が得られる」など、利
益や効果が確実であるかのような表
示の副業サイトには注意が必要です。
◆連絡が取れないなど、返金の求め
に応じてくれないケースが多数見ら
れます。
◆簡単に儲かるという体験談のみを
信用し、安易に契約するのは避けま
しょう。

事例

1
2

3
4

松
太
く
ん
　第
８
回

　絵

：

た
く
ろ
ー

副
業
探
し
だ
よ

ほ
ら
っ　

月
収
50
万
円
だ
ぞ
！

へ
え
ー

で
も
大
丈
夫
？

何
が
だ
？

お
っ

　
こ
れ
良
さ
そ
う
！

ぜ
い
た
く
な
生
活
を

ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
し
て

連
絡
し
て
き
た
人
に

高
額
な
商
材
を
売
り
つ
け
る

手
口
が
あ
る
ら
し
い
よ

何
？

そ
う
な
の
か

何し
て
る
の
？

切
り
替
え

早
い
な
ぁ

 

　

…
…

そ
ん
な
こ
と
に

な
る
な
ん
て

絶
対
に
ゆ
る
さ
ー
ん
！

※

小
松
市
立
高
校

　芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

　10
月
か
ら
の
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
袋
の
導
入
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
出

る
可
燃
ご
み
が
前
年
10
月
比
で
27
％
減
っ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
は

ご
み
が
増
え
る
時
期
で
す
。
今
一
度「
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」な
ど

を
確
認
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集・持
ち
込
み

問
い
合
わ
せ

　エ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
課

　☎
24
・
８
０
６
９

　
　
　
　
　
　環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　☎
41
・
１
６
０
０

◎ごみの収集　収集する区域は、曜日によって異なりますのでご注意ください。

◎環境美化センターへの持ち込み　搬入手数料が掛かります。

受入時間　8時30分～16時30分
そのほか　分別して透明または半透明のごみ袋に入れ、道路に飛散しないよう
に持ち込んでください（ダイエット袋に入れる必要はありません）。大型ごみの
搬入時には、大型ごみ処理券は不要です（搬入手数料のみ）。交通事故防止のため、
冬用タイヤでお越しください。
※年末は混雑が予想されるので、早めの持ち込みにご協力をお願いします。

ふ   

だ  

ら
く
さ
ん

日

収集するごみの種類

可燃ごみ（一般ごみ）

容器包装プラスチック

古紙・空缶・埋立ごみなど

大型ごみ

28

水

○

×

○

○

29

木

○

○

12月 平成29年1月

30

金

○

○

31

土

○

1

日

2

月

3

火

4

水

○

○

○

日

年末年始の業務日

28

水

○

29

木

○

12月 平成29年1月

30

金

○

31

土

1

日

2

月

3

火

4

水

○

収集はありません

持ち込みできません

収集はありません

収集はありません

収集・受付をお休みします

もう


